
(  )

研

究

所

彙

報

一

二
〇
一
六
年
度
研
究
所
・
所
員
æ
μ
Ä

准
教
授

市
野
澤

潤

平
（
文
化
人
類
学
）

教

授

今

林

直

樹
（
社
会
学
・
政
治
学
）

教

授

菊

池

勇

夫
（
日
本
近
世
史
）

准
教
授

木

村

春

美
（
第
二
言
語
習
得
・
英
語
教
育
）

教

授

九

里

順

子
（
日
本
近
代
文
学
）

准
教
授

間

瀬

幸

江
（
Ñ
å
ï
μ
文
学
・
演
劇
）

教

授

松

浦

光

和
（
心
理
学
）

教

授

森

雅

彦
（
西
洋
美
術
史
）

教

授


(

(
Þ
æ
μ
（
日
本
文
化
論
）

教

授

新

免

貢
（
宗
教
学
）

准
教
授

杉

井

信
（
社
会
人
類
学
）

教

授

高

田

紀
代
志
（
科
学
史
・
科
学
論
）

教

授

田

中

一

裕
（
生
態
学
）



(  )

教

授

天

童

睦

子
（
女
性
学
）

教

授

土

屋

純
（
地
理
学
）

教

授

豊

澤

弘

伸
（
国
語
教
育
）

教

授

八

木

祐

子
（
文
化
人
類
学
）

教

授

吉

村

典

子
（
西
洋
建
築
Ã
²
Ÿ
ï
史
）

客

員

研
究
員

阿

部

隆
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客

員

研
究
員

今

高

義

也
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
思
想
史
）

客

員

研
究
員

井

上

研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
近
世
美
術
史
）

客

員

研
究
員

岩

川

亮
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
Ñ
å
ï
μ
語
学
・
文
学
）

客

員

研
究
員

遠

藤

~
h
Œ
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
日
本
古
代
史
）

客

員

研
究
員

犬

飼

公

之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

石

泰

夫
（
盛
岡
大
学
教
授
・
日
本
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

迫

章

史
（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
准
教
授
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・
近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政

学
）

客

員

研
究
員

木

曽

恵

子
（
東
北
学
院
大
学
I
Š
r
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
»
Ÿ
地
域
研
究
・
´

6
ï
¼
ú
研
究
）

客

員

研
究
員

後

藤

純

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
Ÿ
ï
Å
学
・
宗
教
学
）



(  )

客

員

研
究
員

後

藤

久
太
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
建
築
史
）

客

員

研
究
員

佐
々
木

民

夫
（
岩
手
県
立
大
学
教
授
・
日
本
文
学
）

客

員

研
究
員

富

永

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
›
Ñ
æ
¦
・
Ÿ
ï
Å
洋
地
域
近
現
代
史
）

客

員

研
究
員

豊

山

亜

希
（
近
畿
大
学
国
際
学
部
講
師
・
南
›
´
›
美
術
史
）

客

員

研
究
員

早

坂

優

子
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
調
査
普
及
係
・
民
俗
学
）

客

員

研
究
員

丸

山

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

二

共
同
研
究
j
c
C
e

本
年
度
m
共
同
研
究
m
Â
ú
Ú
n
次
m
通
Œ
f
A
‘
&

「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」

「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」

「
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
m
受
容
g
変
容
」

「
家
族
文
化
m
総
合
的
研
究
」

共
同
研
究
m
成
果
g
V
e
%
次
m
冊
子
K
刊
行
T
’
^
&

『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』


『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』
№




(  )

三

二
〇
一
六
年
度
研
究
所
活
動
報
告

³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
九
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
四
時
（
＝
本
学
第
二
講
義
館
三
階

三
〇
二
）

「
人
間
m
復
興
g
女
性
m
£
ï
Í
ë
ú
Ý
ï
Ä
―
女
子
大
学
J
‹
立
`
上
K
‘
復
興
m
新
^
i
J
^
`
―
」

Í
É
æ
μ
Ä

浅

野

富
美
枝
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

特

任

教

授
）

Í
É
æ
μ
Ä

金

谷

美

和
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研
究
員
）

Í
É
æ
μ
Ä

畑

山

~
T
子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

名

誉

教

授
）

実
践
報
告

市
野
澤

潤

平
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

准

教

授
）

総
合
司
会

天

童

睦

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

総
合
司
会

澤

邉

裕

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

准

教

授
）

共
催

共
同
研
究
Ó
é
´
6
ª
Ä
「
女
性
・
子
h
„
g
地
域
」
研
究
É
8
Ä
ë
ú
ª
（



）

公
開
講
演
会

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
四
時
三
〇
分
（
＝
本
学
本
館
三
階
第
二
会
議
室
）

「
天
空
m
¯
μ
Þ
é
´
ú
―
琉
球
・
八
重
山
諸
島
J
‹
見
‘
宇
宙
―
」

演
題
「
琉
球
諸
島
m
民
間
文
芸
j
見
‘
星
・
月
・
風
」

講
師

山

里

純

一
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

琉
球
大
学
法
文
学
部
教
授
）

演
題
「
八
重
山
m
暮
‹
V
g
伝
承

星
・
月
・
風
」
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講
師

宮

城

幸

子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

石
垣
市
立
宮
良
小
学
校
元
校
長
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

犬

飼

公

之
（
本
学
名
誉
教
授
）

〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」
主
催
〉

公
開
研
究
会

二
〇
一
六
年
六
月
二
一
日
（
火
）
午
後
四
時
二
〇
分
Š
Œ
午
後
五
時
五
〇
分
（
本
学
人
文
館
三
階

三
〇
三
演
習
室
）

「
被
災
地
m
心
m
復
興
g
震
災
前
m
地
域
共
同
体
」

報
告
者

李

仁

子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

東
北
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

共
催

共
同
研
究
Ó
é
´
6
ª
Ä
「
女
性
・
子
h
„
g
地
域
」
研
究
É
8
Ä
ë
ú
ª
（



）

二
○
一
六
年
七
月
二
三
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
五
時
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
変
化
X
‘
É
ë
―
ç
m
人
生
儀
礼
˜
ƒ
O
.
e
―
肉
A
‘
儀
礼
J
‹
『
出
家
』
式
w
―
」

報
告
者

工

藤

T
N
‹
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
宗
教
学
研
究
室
博
士
課
程
）

「
女
性
K
生
L
‘
意
味
g
V
e
m
「
仕
事
」
―
北
Ÿ
ï
Å
農
村
女
性
m
å
Ÿ
Ñ
Î
μ
Ä
æ
ú
J
‹
―
」

報
告
者

菅

野

美
佐
子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
福
祉
大
学
特
任
講
師
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

南

出

和

余
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

桃
山
学
院
大
学
国
際
教
育
学
部
准
教
授
）

共
催

東
北
人
類
学
談
話
会

二
○
一
七
年
二
月
一
〇
日
（
金
）
午
後
三
時
Š
Œ
午
後
六
時
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
植
民
地
Ÿ
ï
Å
j
I
P
‘
日
本
製
»
Ÿ
ç
m
受
容
g
\
m
表
象
性
」
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報
告
者

豊

山

亜

希
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

近
畿
大
学
国
際
学
部
講
師
%
本
研
究
所
客
員
研
究
員
）

二
○
一
七
年
二
月
一
三
日
（
月
）
午
後
二
時
Š
Œ
午
後
四
時
（
＝
本
学
講
義
館
四
階

四
〇
九
教
室
）

「
»
Ÿ
j
I
P
‘
観
光
¼
Ÿ
Ï
ï
«
産
業
m
現
状
」

報
告
者

小

河

久

志
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

常

葉

大

学

准

教

授
）

報
告
者

市
野
澤

潤

平
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

准

教

授
）

四

所
員
消
息
（
二
〇
一
六
年
四
月
―
二
〇
一
七
年
三
月
）

市
野
澤

潤

平

准
教
授

論
文
「
楽
V
~
m
¼
ú
ª
É
μ
災
害
記
念
施
設
m
事
例
J
‹
考
察
X
‘
「
¼
ú
ª
À
ú
æ
¶
Ü
」
m
魅
力
g
観
光
経
験
」
（
『
立
命

館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
%
二
〇
一
六
年
三
月
）

学
会
報
告
「
»
Ÿ
j
I
P
‘
Ú
æ
ï
・
ë
Ÿ
ç
Å
å
Ÿ
Ñ
・
À
ú
æ
¶
Ü
m
現
地
化

勃
興
X
‘
観
光
¼
Ÿ
Ï
ï
«
m
»
Ÿ
人
市
場
」

総
合
観
光
学
会
第
三
〇
回
全
国
学
術
研
究
大
会
・
帝
京
大
学
（
二
〇
一
六
年
六
月
二
六
日
）

³
ï
Ù
´
¡
Ü
「
東
日
本
大
震
災
j
I
P
‘
宮
城
学
院
女
子
大
学
m
社
会
貢
献

学
生
j
Š
‘
子
h
„
支
援
Ø
å
ï
Â
4
›
˜
中
心

j
」
宮
城
学
院
女
子
大
学
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
主
催
³
ï
Ù
´
¡
Ü
『
人
間
m
復
興
g
女
性
m
£
ï
Í
ë
ú
Ý
ï
Ä

女

子
大
学
J
‹
立
`
上
K
‘
復
興
m
新
^
i
J
^
`
』
（
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
九
日
）

今

林

直

樹

教
授

単
著
『
沖
縄
m
歴
史
・
政
治
・
社
会
』
（
大
学
教
育
出
版
%
二
〇
一
六
年
四
月
）



(  )

共
著
『
文
化
j
I
P
‘
〈
風
景
〉』
（
翰
林
書
房
%
二
〇
一
六
年
七
月
）

論
文
「
坂
本
繁
二
郎
m
Ñ
å
ï
μ
体
験
g
『
雲
』
m
A
‘
風
景
（
『
文
化
j
I
P
‘
〈
風
景
〉』
所
収
）

研
究
Ê
ú
Ä

「
宮
古
・
八
重
山
諸
島
j
関
X
‘
覚
書
」
（『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』
二
十
六
%
二
〇
一
七
年
三
月
）

菊

池

勇

夫

教
授

著
書
『
義
経
伝
説
m
近
世
的
展
開
―
\
m
批
判
的
検
討
―
』
±
8
Ù
é
堂
書
店
%
二
〇
一
六
年
一
〇
月

著
書
『
近
世
北
日
本
m
生
活
世
界
―
北
j
向
J
E
人
々
―
』
清
文
堂
出
版
%
二
〇
一
六
年
一
一
月

著
書
『
非
常
非
命
m
歴
史
学
―
東
北
大
飢
饉
再
考
―
』
校
倉
書
房
%
二
〇
一
七
年
一
月

論
文
「
東
北
地
方
j
I
P
‘
名
子
制
度
・
刈
分
小
作
g
凶
作
・
飢
饉
―
一
九
三
〇
～
七
〇
年
代
m
研
究
˜
読
~
直
X
―
」
（
『
気
候
適

応
史
Ó
é
´
6
ª
Ä
成
果
報
告
書
』

%
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
%
二
〇
一
六
年
三
月
）

論
文
「
「
山
谷
本
寺
」
j
I
P
‘
村
落
社
会
m
変
容
―
享
保
一
二
年
人
数
改
帳
m
分
析
˜
中
心
j
―
」
（
『
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
村
落
調

査
研
究
報
告
書
』
（
一
関
市
博
物
館
%
二
〇
一
六
年
三
月
）

論
文
「
湯
浴
~
X
‘
人
々
―
真
澄
K
歩
C
^
温
泉
m
光
景
」
（『
菅
江
真
澄
研
究
』
第
八
六
号
%
菅
江
真
澄
研
究
会
%
二
〇
一
六
年
五

月
）

£
8
·
Ÿ
「
A
m
R
“
―




」
（
『N

e
w

sle
tter

』N
o
.
9

%
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
気
候
適
応
史
Ó
é
´
6
ª
Ä
%
二
〇

一
六
年
六
月
）

展
示
批
評
「
「
夷
酋
列
像

蝦
夷
地
Ÿ
Ý
ú
´
˜
ƒ
O
‘
人
・
物
・
世
界
」
˜
見
e
」
（
『
歴
博
』
第
一
九
七
号
%
国
立
歴
史
民
俗
博



(  )

物
館
%
二
〇
一
六
年
七
月
）

講
演
「
気
候
変
動
g
凶
作
―
稗
m
役
割
%
八
戸
藩
久
慈
通
˜
中
心
j
」
（
九
戸
歴
史
民
俗
m
会
創
立
一
〇
周
年
記
念
公
開
歴
史
講
演

会
%
主
催
九
戸
歴
史
民
俗
m
会
%
会
場
久
慈
«
å
ï
Å
×
Â
ç
%
二
〇
一
六
年
九
月
）

講
義
「
近
世
後
期
m
本
寺
―
飢
饉
g
C
E
非
常
体
験
」
（
講
座
「
骨
寺
大
学
」
%
主
催
一
関
市
博
物
館
%
会
場
同
研
修
室
）

講
演
「
五
稜
郭
g
箱
館
戦
争
」
（
主
催
五
稜
郭
m
文
化
価
値
˜
考
G
‘
会
%
会
場
函
館
市
中
央
図
書
館
%
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四

日
）

講
義
「
秋
田
大
館
m
戊
辰
戦
争
」
（
主
催
安
藤
昌
益
g
千
住
宿
m
関
係
˜
調
x
‘
会
%
会
場
東
京
芸
術
·
ï
»
ú
会
議
室
%
二
〇
一

六
年
一
〇
月
二
八
日
）

基
調
講
演
「
凶
年
・
飢
饉
m
記
録
K
伝
G
‘
„
m
―
近
世
人
m
「
用
心
」
（
栃
木
県
立
文
書
館
・
開
館
三
〇
周
年
記
念
³
ï
Ù
´
¡

Ü
%
主
催
栃
木
県
立
文
書
館
%
会
場
栃
木
県
庁
東
館
四
階
講
堂
%
二
〇
一
六
年
一
一
月
）

木

村

春

美

准
教
授

論
文

``L 
in

to
le

ra
n
ce

o
f

a
m

b
ig

u
ity

rev
isite

d
:
T

o
w

ard
a

co
m

p
re

h
en

siv
e

u
n
d
e
rstan

d
in

g
,''

(K
on

in
L

a
n
gu

a
g
e

S
tu

-

d
ies,

4
:
2

1
9
7

2
1
6
,
2
0
1
6
)

論
文

``In
civ

ility
a
m

o
n
g

g
ro

u
p

m
a
te

s
in

E
n
g
lish

cla
sse

s
a
t
a

Ja
p
a
n
ese

w
o
m

e
n
's

u
n
iv

e
rsity

,''
(
T

E
S
L
E

J,
1
9
:
4
,
1


1
6
,
2
0
1
6
)

論
文

M
ak

in
g

it
h
a
p
p
en

th
ro

u
g
h

re
‰
e
ctio

n
:
In

stru
cte

d
S
e
co

n
d

L
an

g
u
a
g
e

A
cq

u
isitio

n
.
(
B

u
lletin

of
M

iyag
i
G

a
k
u
in

W
om

en
's

U
n
iversity,

1
2
2
,
1
2
5
1

3
9
,
2
0
1
6
)



(  )

論
文

``D
e
v
e
lo

p
in

g
a

d
icta

tio
n

te
st

to
strea

m
le

a
rn

e
rs:

Q
u
ick

a
n
d

d
irty

o
r
sm

art
a
n
d

e
‹

cien
t?''

(
B

u
lletin

of
M

iya
g
i

G
a
k
u
in

W
om

en
's

U
n
iversity,

1
2
3
,
5
3

7
1
,
2
0
1
6
)

学
会
発
表

``B
a
ck

-to
-th

e
-F

u
tu

re
''

E
ssa

y
s

C
o
m

e
A

liv
e
,''

JA
L

T
P

a
n

S
IG

C
o
n
fe

re
n
ce

2
0
1
6
,
M

e
io

U
n
iv

e
rsity

(
O

k
in

a
-

w
a
)

（
二
〇
一
六
年
五
月
二
十
二
日
）

学
会
発
表

``L
2

In
to

lera
n
ce

o
f

A
m

b
ig

u
ity

:
C

o
g
n
itiv

e
,

In
te

rp
erso

n
al,

&
In

te
rcu

ltu
ra

l,''
P

sy
ch

o
lo

g
y

o
f

L
a
n
g
u
ag

e

L
e
a
rn

in
g

C
o
n
fere

n
ce

2
,
Jy

v
äask

y
läa

(
F

in
la

n
d
)

（
二
〇
一
六
年
八
月
二
十
三
日
）

学
会
発
表

``B
a
ck

-to
-th

e
-F

u
tu

re
E

ssay
s

A
id

S
tu

d
y

A
b
ro

a
d

G
a
in

s,''
JA

L
T

In
te

rn
a
tio

n
a
l
C

o
n
fe

re
n
ce

2
0
1
6
,
W

IN
C

A
ich

i
(
A

ich
)

（
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
八
日
）

九

里

順

子

教
授

著
書
『
文
化
j
I
P
‘
〈
風
景
〉
』
（
共
著
%
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
所
編

翰
林
書
房

二
〇
一
六
年
七
月
）

著
書

句
集
『
風
景
』
（
邑
書
林

二
〇
一
六
年
九
月
）

論
文
「
北
園
克
衛
j
I
P
‘
詩
g
俳
句

―
詩
集
『
鯤
』
m
試
~

―
」
（『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
五
一
号

二
〇
一
六
年
七
月
）

論
文
「
木
下
夕
爾
%『
田
舎
m
食
卓
』
m
〈
Ÿ
Ý
ú
´
〉
」
（
『
研
究
年
報
』
四
九
号

二
〇
一
七
年
三
月
）

書
評
「
藤
野
武
句
集
『
火
蛾
』
」
（
『
鬣
』
五
九
号

二
〇
一
六
年
五
月
）

書
評
「
花
開
N
Ï
Ç
ú
ç
傘
」
（
『
暮
尾
淳
詩
集
』
書
評
%『
鬣
』
六
一
号

二
〇
一
六
年
一
一
月
）

書
評
「
高
橋
睦
郎
句
集
『
十
年
』
」
（
『
鬣
』
六
二
号

二
〇
一
七
年
二
月
）

俳
句
「
背
景
」
（
『
里
』
一
六
五
号

二
〇
一
六
年
一
二
月
）



(  )

俳
句
「
去
年
今
年
」
（『
俳
壇
』

二
〇
一
七
年
三
月
）

随
筆
「
骨
}
f
%
逢
•
Y
j
愛
V
e
」
（
『
鬣
』
五
九
号

二
〇
一
六
年
五
月
）

随
筆
「
葦
原
m
女
」
（『
鬣
』
六
〇
号

二
〇
一
六
年
八
月
）

随
筆
「
Y
’
‘
R
g
J
‹
」
（
『
鬣
』
六
一
号

二
〇
一
六
年
一
一
月
）

随
筆
「
『
婦
人
公
論
』
g
室
生
犀
星
」
（『
日
本
古
書
通
信
』
一
〇
四
八
号

二
〇
一
六
年
一
一
月
）

随
筆
「
地
下
茎
」
（
『
鬣
』
六
二
号

二
〇
一
七
年
二
月
）

新

免

貢

教
授

論
文
「
宗
教
g
暴
力
%
\
V
e
Ã
4
ú
·
ï
³
4
ú
」
（
本
学
『
研
究
論
文
集
一
二
二
号
』
二
〇
一
六
年
六
月
%
一
―
五
八
頁
）

「
史
的
Ÿ
£
μ
g
原
始
教
団
g
m
思
想
的
連
関
˜
問
C
直
X
」
（
本
学
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
五
十
号
』
二
〇
一

七
年
三
月
一
日
%
一
―
六
五
頁
）

「
J
L
消
T
’
^
声
˜
取
Œ
戻
X
―
¨
æ
μ
Ä
教
再
構
築
j
向
P
e
―
」
（
『
群
衆
二
四
四
号
』
二
〇
一
六
年
十
二
月
%
九
―
三

十
三
頁
）

随
筆
「
風
評
被
害
W
…
i
C
%
現
実
i
™
_
Š
」
（
兵
庫
県
南
部
大
地
震
Ø
å
ï
Â
4
›
·
ï
»
ú
発
行
『
津
門
川
Ç
:
ú
μ/

W
V

™
i
™
J
j
}
P
i
C
]

R
E
z
E
』
四
〇
五
号
%
二
〇
一
六
年
五
月
五
日
%
四
―
五
頁
）

「
徐
々
j
形
成
T
’
‘
Æ
³
;
Æ
æ
¶
Ü
」
（
同
四
〇
六
号
%
二
〇
一
六
年
七
月
十
八
日
%
五
―
七
頁
）

講
演
日
本
基
督
教
団
「
~
™
i
m
伝
道
協
議
会
」
主
催
講
演
「
›
Ò
å
Ë
Ü
少
数
派
―
h
R
f
誰
g
c
i
K
‘
m
J
―
」
（
日
本
基

督
教
団
東
北
教
区
·
ï
»
ú
「
£
Ú
¥
」
%
二
〇
一
六
年
九
月
六
日
）



( ? )

日
本
基
督
教
団
名
古
屋
堀
川
伝
道
所
主
催
公
開
講
演
「
J
L
消
T
’
^
声
˜
取
Œ
戻
X
―
¨
æ
μ
Ä
教
再
構
築
j
向
P
e
―
」

（
公
益
財
団
法
人

名
古
屋




多
目
的
×
ú
ç
&
二
〇
一
六
年
十
月
二
十
三
日
）

連
続
公
開
講
座
「
生
前
m
Ÿ
£
μ
g
原
始
教
団
g
m
連
続
性
˜
ƒ
O
‘
諸
問
題
―

(
»
Ÿ
·
ï
論
文
解
題
―
」
（
関
西
神
学
塾/

政

治
・
宗
教
思
想
研
究
会
%
二
〇
一
六
年
四
月
二
十
二
―
二
十
三
日
%
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
資
料
室
）

「
『
Ú
æ
›
K
語
Œ
遺
V
^
R
g
』
―
規
範
j
抗
E
福
音
書
m
読
~
方
―
」
（
同
%
二
〇
一
六
年
六
月
十
八
―
十
九
日
）

「
Ñ
3
æ
±
Ÿ
派
j
刻
印
T
’
^
¨
æ
μ
Ä
教
」
（
同
%
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
三
―
二
十
四
日
%
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教

会
資
料
室
）

「
『
非
暴
力
』
g
『
愛
敵
』
」
（
同
%
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
五
―
二
十
六
日
）

実
地
聞
L
取
Œ
調
査

石
巻
各
地
（
渡
波
%
長
浜
%
長
面
%
大
川
地
区
%
鮎
川
浜
%
雄
勝
町
）
%
女
川
町
%
女
川
原
発
i
h
j
I
P
‘
被
災
・
復
興
状

況
調
査
（
二
〇
一
六
年
四
月
二
十
九
―
三
十
日
）

石
巻
Ç
:
ú
¸
j
I
P
‘
資
料
調
査
%
及
r
%
被
災
者
・
遺
族
聞
L
取
Œ
調
査
（
二
〇
一
六
年
七
月
九
―
十
日
）

熊
本
県
益
城
町
j
I
P
‘
被
災
状
況
調
査
%
及
r
%
被
災
者
聞
L
取
Œ
調
査
（
二
〇
一
六
年
七
月
十
五
日
）

七
>
浜
j
I
P
‘
被
災
・
復
興
状
況
調
査
（
二
〇
一
六
年
九
月
六
日
）

帰
宅
困
難
区
域
（
飯
舘
%
浪
江
町
%
請
戸
漁
港
周
辺
i
h
）
j
I
P
‘
被
災
・
復
興
状
況
調
査
（
二
〇
一
六
年
九
月
七
日
）

原
発
事
故
被
災
者
%
避
難
者
集
会
j
I
P
‘
資
料
収
集
%
現
況
調
査
（
二
〇
一
七
年
一
月
三
十
一
日
）



( @ )

田

中

一

裕

教
授

論
文
「T

h
e

a
m

p
litu

d
e

o
f
th

e
te

m
p
e
ra

tu
re

cy
cle

a
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th
e

a
d
u
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e
clo

sio
n

tim
e

an
d

th
e

ex
p
re

ssio
n

p
a
tte

rn
o
f
th

e
cir-

cad
ia

n
clo

ck
g
e
n
e

p
eriod

in
th

e
o
n
io

n
‰
y
｣
(
Jo

u
rn

a
l
o
f

In
se

ct
P

h
y
sio

lo
g
y
,
E

lse
v
ie

r,
M

a
rch

2
0
1
6
)

論
文
「A

p
h
y
lo

g
e
o
g
ra

p
h
ic

su
rv

ey
o
f
a

h
ig

h
ly

d
isp

e
rsiv

e
sp

id
er

re
v
e
a
ls

E
a
ste

rn
A

sia
a
s

a
m

a
jo

r
g
la

cia
l
re

fu
g
iu

m
fo

r

P
a
lea

rctic
fa

u
n
a ｣

(
Jo

u
rn

a
l
o
f

B
io

g
e
o
g
ra

p
h
y
,
W

iley
,
A

u
g
u
st

2
0
1
6
)

論
文
「P

o
p
u
la

tio
n

d
iv

e
rg

en
ce

in
co

ld
to

le
ran

ce
o
f
th

e
in

te
rtid

al
g
astro

p
o
d

L
ittorin

a
brevicu

la
ex

p
la

in
e
d

b
y

h
a
b
itat-

sp
e
ciˆ

c
lo

w
e
st

air
tem

p
era

tu
re

. ｣
(
Jo

u
rn

a
l
o
f

E
x
p
e
rim

e
n
ta

l
M

a
rin

e
B

io
lo

g
y

a
n
d

E
co

lo
g
y
,

E
lse

v
ie

r,
A

u
g
u
st

2
0
1
6
)

講
演
「
家
m
周
Œ
˜
観
察
V
Š
E
」
C
L
C
L
学
園
石
巻
校
（
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
%
東
松
島
市
¯
Û
:
Ç
Â
4
ú
·
ï
»
ú

（
二
〇
一
六
年
一
一
月
三
〇
日
）

学
会
報
告
「
温
度
較
差
K
¦
Ÿ
¯
m
羽
化
時
刻
j
I
Š
{
X
影
響
（

）
」
日
本
昆
虫
学
会
・
日
本
応
用
動
物
昆
虫
学
会
合
同
大
会
%

大
阪
府
立
大
学
中
百
舌
鳥
¨
9
ï
Í
μ
（
二
〇
一
六
年
三
月
二
八
日
）

学
会
報
告
「
¨
ª
Á
¨
¯
Þ
æ
«
Þ
m
歩
行
活
動
æ
¶
Ü
」
日
本
昆
虫
学
会
東
北
支
部
会
%
田
沢
湖
温
泉
Ë
Ÿ
å
ï
Å
×
Â
ç
山
荘

（
二
〇
一
六
年
七
月
二
三
日
）

学
会
報
告
「
¨
ª
Á
¨
¯
Þ
æ
«
Þ
m
歩
行
活
動
æ
¶
Ü
」
日
本
蜘
蛛
学
会
%
東
京
大
学
柏
¨
9
ï
Í
μ
新
領
域
環
境
棟


×
ú

ç
（
二
〇
一
六
年
八
月
二
〇
日
）



( A )

天

童

睦

子

教
授

編
著
『
育
児
言
説
m
社
会
学
―
家
族
・
´
6
ï
¼
ú
・
再
生
産
』
（
世
界
思
想
社
%
二
〇
一
六
年
四
月
）

論
文
「
「
家
庭
g
教
育
」
m
研
究
動
向
g
課
題
―
家
庭
教
育
・
戦
略
・
Ö
›
è
ï
Ä
ª
å
³
ú
」
（
共
著
）
（『
家
族
社
会
学
研
究
』
第

二
八
巻
第
二
号
'
二
二
四
―
二
三
三
(
日
本
家
族
社
会
学
会
%
二
〇
一
六
年
十
月
）

£
8
·
Ÿ
「
人
間
形
成
g
´
6
ï
¼
ú
―
歩
~
˜
照
‹
X
光
˜
求
ƒ
e
」
（
長
谷
川
宏
司
編
『
「
教
G
人
」
「
学
r
人
」
m
¯
Û
:
Ç

¬
ú
³
;
ï
』
大
学
教
育
出
版
%
二
〇
一
六
年
三
月
）

学
会
報
告
（K

e
y
n
o
te

sp
e
ech

)
K

n
o
w

le
d
g
e

T
ra

n
sm

issio
n

a
n
d

H
u
m

a
n

D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t:

b
e
y
o
n
d

crisis
in

ed
u
ca

tio
n

fro
m

a
g
lo

b
a
l
p
e
rsp

ectiv
e
,
IS

A
M

id
te

rm
co

n
fe

re
n
ce

,
T

A
S
E

th
e

2
2
n
d

T
aiw

a
n

F
o
ru

m
o
n

S
o
cio

lo
g
y

o
f

E
d
u
ca

tio
n

（
於

N
atio

n
al

C
h
u
n
g

C
h
e
n
g

U
n
iv

e
rsity

)
2
0
1
6
・

5
・

2
0

学
会
報
告
「
Ñ
6
Û
Ç
¶
Ü
f
読
~
解
N
知
識
伝
達
理
論
」

国
際
´
6
ï
¼
ú
学
会




年
大
会
（
於
一
橋
大
学
）
二
〇
一

六
年
九
月
十
一
日

学
会
報
告
「
育
児
言
説
˜
Ì
ú
ï
μ
Â
4
ï
f
読
~
解
N
―
育
児
雑
誌
記
事
j
~
‘
教
育
化
g
´
6
ï
¼
ú
化
」
（
共
同
報
告
）
日

本
教
育
社
会
学
会
第
六
八
回
大
会
（
於
名
古
屋
大
学
）
二
〇
一
六
年
九
月
十
七
日

八

木

祐

子

教
授

論
文
「
›
²
Ü
§
ç
m
民
俗
歌
謡
―
婚
姻
儀
礼
g
女
性
m
歌
」
（
『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』V

o
l.

1
9

%
宮
城
学
院
女

子
大
学
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
%
三
七
～
五
二
頁
%
二
〇
一
六
年
三
月
）

研
究
発
表
「
›
ï
§
ï
m
i
C
家
―
北
Ÿ
ï
Å
農
村
j
I
P
‘
家
族
g
住
}
C
m
変
化
―
」
分
科
会
³
ï
Ù
´
¡
Ü
『
私
^
`
K
生



( B )

L
^
時
代
―
高
齢
女
性
m
Æ
å
Â
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